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黒
潮
網
等

藤
の
サ
音
ク
ル
会
員
幕
集

多
様
な
趣
味
が
楽
し
め
る
現
代
、
町
内
で
も
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
春
は
始
ま
り
の
季
節
。
こ
の
春
に
あ
な
た
も
心
機
一
転
、

新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

旧
憎
帽
－
し

自
然
の
恵
を
い
っ
ぱ
い
受
け
、
四
季

折
々
に
姿
を
み
せ
て
く
れ
る
か
れ
ん
な

野
の
花
や
草
木
、
ま
た
心
を
こ
め
て
育

て
た
美
し
い
草
花
を
生
か
し
て
、
な
つ

か
し
い
押
し
花
で
作
品
に
し
て
み
ま
せ

んか。
●
と
き
・
と
こ
ろ

遠
賀
町
中
央
公
民
館
会
議
室

毎
月
第
一
火
曜
日

広
渡
公
民
館
　
毎
月
第
二
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時

●
質
用
　
月
会
費
　
千
円

（
入
会
金
不
要
）

●
申
し
込
み
　
矢
野
嘉
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
1
0

台
聾
茜
－
，
」

家
庭
で
の
し
っ
け
、
学
校
教
育
で
子

供
の
教
育
は
充
分
で
す
か
。
週
2
回
だ

け
で
も
町
内
の
「
お
い
ち
ゃ
ん
」
　
に
任

せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
見
学
自
由
。

●
対
象
　
年
中
（
4
歳
）
　
～
中
学
生
ま

で
　
（
男
女
不
問
）

●
と
き
　
毎
週
水
曜
日
、
土
曜
日

（週2回）

午
後
6
時
0
0
分
～
8
時

●
と
こ
ろ
　
武
道
場

●
費
用
　
月
会
費
　
千
三
百
円

●
指
導
者
　
自
営
業
者
、
会
社
員
、
フ

リ
ー
タ
ー
、
学
校
教
師
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

平
田
さ
ん

℡

0

9

0

　

（

1

8

1

4

）

　

9

9

1

2

松
田
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
9
5
0

武
痘
苗
気
道

武
産
合
気
道
で
健
康
増
進
を
計
り
ま

せ
ん
か
。
力
は
い
ら
な
い
し
、
性
別
も

問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き
　
毎
週
月
曜
日
、
木
曜
日

午
後
6
時
5
0
分
～
8
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

●
対
象
　
中
学
生
以
上
一
般
男
女

●
申
し
込
み
　
多
門
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
2
0

詩
吟
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も

参
加
で
き
る
伝
統
芸
能
で
す
。
腹
式
呼

吸
は
健
康
増
進
に
役
立
ち
、
美
容
に
も

良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
教
室
で
気
軽
に
始
め
て
み
ま
せ

んか。
●
と
き
　
毎
週
水
曜
日
　
（
月
4
回
）

午
後
1
時
～
8
時

●
と
こ
ろ
　
芙
蓉
区
公
民
館

●
受
用
　
月
会
費
　
千
円

（
教
科
書
代
は
別
途
）

●
指
導
者
　
錦
城
流
師
範
　
植
村
城
山

●
申
し
込
み
　
植
村
隆
雄
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
1
7
5

四
国
間
照

ダ
ン
ス
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
音
楽
に
あ
わ
せ
汗
を
流
し
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
ご
一
緒
に
い

た
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

武
　
道
　
場
　
毎
週
月
曜
日

午
前
1
0
時
1
5
分
～
Ⅱ
時
4
5
分

広
漠
公
民
館
　
火
曜
日

午
後
8
時
0
0
分
～
9
時
0
0
分

●
対
象
一
般
女
性

●
費
用
　
月
会
費
　
　
　
二
千
円

入
会
金
　
　
千
五
百
円

●
申
し
込
み
　
岩
邁
七
美
恵
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
3
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吋 

願

国

あ
な
た
も
弓
で
的
を
射
て
み
ま
せ
ん

か
。
高
校
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き

5
月
9
日
（
火
）
～
6
月
3
日
（
土
）

毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日
、
土
曜
日

午
後
1
時
～
3
時

午
後
1
時
～
9
時
　
（
二
部
制
）

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

●
質
用
　
保
険
料
　
千
円

●
申
し
込
み
　
池
田
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
4
0

※
直
接
道
場
に
来
ら
れ
て
も
結
構
で
す

も
誰
で
も
会
に
加
入
す
る
こ
と
が
出
来

ます。
●
と
き
　
毎
週
木
曜
日

（
5
週
の
場
合
は
4
週
ま
で
）

午
後
1
時
～
9
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
中
央
公
民
館
講
義
室

●
費
用
　
年
会
費

大
人
二
千
円
、
学
生
千
円

●
申
し
込
み
　
柴
田
和
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
8
5
4

遠
賀
太
鼓
の
芸

●
賞
用
　
月
会
費
　
千
円

●
申
し
込
み
　
桶
野
哲
之
助
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
0
1
1

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
蓬
八
回

い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
ス
カ
ウ
ト
の

仲
間
と
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
　
毎
月
2
、
3
回

（
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
）

●
と
こ
ろ

ス
カ
ウ
ト
ハ
ウ
ス
周
辺
　
（
役
場
横
）

●
対
象

ス
カ
ウ
ト
　
小
学
校
低
学
年
の
少
女

リ
ー
ダ
ー
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
興

味
を
お
も
ち
の
2
0
歳
以
上
の
成
人
女

性
●
受
用
　
ス
カ
ウ
ト
は
月
会
費
千
円
、

リ
ー
ダ
ー
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

※
別
途
毎
年
登
録
費
が
必
要
で
す

●
問
い
合
わ
せ
　
仲
野
カ
ズ
エ
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
0
1
1

郷
土
に
伝
統
芸
能
を
ー

●
と
き

子
ど
も
の
郡
　
毎
週
火
曜
日

午
後
1
時
0
0
分
～
8
時
0
0
分

大
人
の
部
　
毎
週
土
曜
日

午
後
8
時
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

●
質
用
　
入
会
金
　
三
千
円

（
会
費
は
不
要
）

●
申
し
込
み
　
直
接
練
習
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

ろ
ま
ん
俣
蒸
部
（
演
芸
）

演
芸
で
社
会
奉
仕
や
自
己
表
現
を
し

ま
す
。
照
明
音
響
係
も
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き
　
毎
週
水
曜
日

午
前
9
時
0
0
分
～
1
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

男
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

●
要
用
　
月
会
費
　
五
百
円

●
申
し
込
み

遠
賀
町
中
央
公
民
館
公
民
館
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

午
後
5
時
3
0
分
～
1
時
3
0
分

毎
週
土
曜
日

午
後
2
時
～
7
時
3
0
分

●
と
こ
ろ

月
曜
日
・
水
曜
日
・
土
曜
日

広
渡
小
体
育
館

木
曜
日

島
門
小
体
育
館

●
受
用
　
月
会
費
　
千
五
百
円

●
対
象
　
広
漠
小
学
校
・
島
門
小
学
校

の
一
年
生
～
五
年
生
女
子

●
申
し
込
み
　
廣
岡
秀
樹
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
3
1
5

※
直
接
体
育
館
に
来
ら
れ
て
も
結
構
で

す

聴
覚
障
害
者
と
手
話
で
話
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
手
話
の
会
で
は
、
い
つ
で

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
覚
え
た
い
、
上
手
く

な
り
た
い
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

男
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

●
と
き

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日



曜 �使用室 �団　　　体　　　名 �使用時間 ���回数・第 �指導者 

木 �視聴覚室 �表装同好会 �9 �00－12 �00 �毎　　週 � 

木 �調理室 �マミークッキング教室 �9 �00－13 �00 �第　　3 �岸Iiiのり江 

木 �和　　室 �ひまわり会（社協ボランティア） �13 �00－16 �00 �第　1 � 

木 �クラブ室 �遠賀青葉句会（俳句） �10 �00－12 �00 �第1・第3 �岸原　潜行 

金 �クラブ室 �遠賀俳友句会 �13 �00－15 �00 �第1・第3 �池田　幸利 

金 �会議室 �遠賀切り絵同好会 �10 �00－12 �00 �第1・第3 � 

金 �視聴覚室 �生活文化手続教室 �10 �00－12 �00 �毎　　週 �森田ミチ子 

金 �視聴覚室 �水墨画同好会 �13 �00－15 �00 �第1・第2・第3 �上野　南雲 

金 �茶　　室 �ひばりカラオケ倶楽部 �19 �00－21 �00 �第1・第2・第3 �竹井フサ子 

金 �和　　室 �青い麦の会（読書ボランティア） �10 �00－13 �00 �毎　　週 � 

土 �会議室 �静墨会（水墨画） �9 �30－11 �30 �第1・第3・第4 �藤原　　守 

土 �視聴覚室 �洋裁クラブ（午前） �10 �00へノ12 �00 �第1・第2・第3 �豊岡　幸子 

土 �視聴覚室 �洋裁クラブ（午後） �14 �00－16 �00 �第1・第2・第3 �豊岡　幸子 

土 �クラブ室 �遠賀町郷土文化研究会 �9 �30－11 �30 �第　1 � 

土 �クラブ室 �遠賀写真同好会 �13 �00一）15 �00 �第　　4 � 

土 �クラブ室 �フォトクラブ遠賀 �13 �00－16 �00 �第　　3 �馬渡　和視 

日 �クラブ室 �おんが短歌会 �13 �00－16 �00 �第　　4 �河中　靖喜 

＠②4

圏
田
園
開
閉

健
康
維
持
の
た
め
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
0

●
対
象
　
0
0
歳
以
上

●
と
き
　
月
2
回
土
曜
日

（
4
月
～
1
0
月
）

午
後
1
時
3
0
分
～
9
時
5
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
費
用
　
年
会
費
　
五
千
円

入
会
金
　
　
千
円
（
道
具
代
）

●
申
し
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者

男
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

●
指
導
者
　
マ
ミ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

岸
川
の
り
江
先
生

●
受
用
　
月
会
費
　
千
五
百
円

（
材
料
費
込
み
）

●
申
し
込
み
　
木
下
富
枝
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
5
9
8

掛
倒
聞

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
よ
う

か
と
思
わ
れ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
ゲ
ー

ム
が
楽
し
め
る
ま
で
、
分
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す
。

●
と
き
　
5
月
1
2
日
　
（
金
）
　
か
ら
毎
週

火
曜
日
、
金
曜
日

午
後
7
時
～
9
時
（
全
日
回
コ
ー
ス
）

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
コ
ー
チ

山
田
正
義
さ
ん
、
井
村
栄
記
さ
ん

●
費
用
　
会
費
　
二
千
円

（
初
回
時
全
納
）

●
申
し
込
み
　
5
月
1
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
佐
藤
義
雄
さ
ん
ま
で

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
3
9
6

憎
悔
悟
怪
し

紫
陽
花
の
芸
（
料
理
）

四
季
折
々
の
料
理
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
、
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き
　
毎
月
第
1
火
曜
日

午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

年
よ
り
の
筆
の
す
さ
び
と
、
軽
い
気
持

ち
で
の
ぞ
い
て
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
毎
月
第
1
・
第
3
金
曜
日

午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
性
別
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

●
質
用
　
月
会
費
　
五
百
円

（
入
会
金
不
要
）

●
申
し
込
み
　
玉
野
信
彦
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
0
1

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
。
元
気

な
子
ど
も
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
い
つ

で
も
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

武
道
場
　
毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日

遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

毎
週
土
曜
日

島
門
小
学
校
体
育
館

毎
週
水
曜
日
、
土
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
1
時
0
0
分

●
申
し
込
み
　
4
月
2
1
日
　
（
金
）
　
か
2
8

日
　
（
金
）
　
の
午
後
6
時
に
武
道
場
へ



平成12年度　遠賀町中央公民館　サークル活動

曜 �使用室 �団　　　体　　　名 �使用時間 ���回数・第 �指導者 

火 �視聴覚室 �ちぎり絵午前部 �10 �00－12：00 ��第1・第3 �牧野千鶴子 

火 �視聴覚室 �和紙絵教室 �13 �30－15 �30 �第1・第3 �牧野千鶴子 

火 �会議室 �押し花あんずの会 �13 �00一一16 �00 �第　1 �中村　貴子 

火 �和　　室 �かな細字 �13 �00－15 �00 �毎　　週 �丸井　綺子 

火 �調理室 �紫陽花の会（四季の料理） �9 �00－13 �00 �第　1 �岸Iiiのり江 

水 �講義室 �すみれ会（社交ダンス） �19 �30－）21 �30 �毎　　週 �衛藤　　勇 

水 �クラブ室 �読書の会 �10 �00－12 �00 �第　　3 � 

水 �視聴覚室 �洋裁教室（午前） �10 �00－12 �00 �第1・第2・第3 �豊岡　幸子 

水 �視聴覚室 �洋裁教室（午後） �13 �30－16 �30 �第1・第2・第3 �豊岡　幸子 

水 �調理室 �華道クラブ �13 �00・）15 �00 �第1・第3 �村田　蘭山 

水 �和　　室 �コスモス会（毛筆） �19 �00－21 �00 �第2・第4 �今井　幸子 

水 �和　　室 �おんがにじの会（読書ボランティア） �10 �00－13 �00 �第1・第3・第4 � 

水 �茶　　室 �かな書道 �10 �00－12 �00 �毎　　週 �古賀　徳次 

水 �調理室 �マロンの会（お菓子作り） �9 �30－12 �30 �第　　4 �矢島　昭子 

木 �講義室 �遠賀手話の会 �19 �00一）21 �00 �毎　　週 �太田　和徳 

5＠匂

●
問
い
合
わ
せ
　
大
神
高
博
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
6
2
1

譲
っ
て
く
だ
さ
い
、

使
っ
て
い
な
い
子
供
用
剣
道
防
具

「
昔
、
子
ど
も
が
使
っ
て
い
た
が
、

今
は
家
で
眠
っ
て
い
る
」
「
処
分
す
る

に
は
も
っ
た
い
な
い
」
「
使
う
人
が
い

る
な
ら
譲
り
た
い
が
」

こ
の
よ
う
に
ご
家
庭
で
使
わ
れ
て

い
な
い
子
供
用
防
具
を
譲
っ
て
い
た

だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
大
神
高
博
さ
ん

台
暢
菖
リ
ブ
J

頭
の
回
転
を
良
く
し
た
い
人
は
ぜ
ひ

ど
う
ぞ
。

●
と
き
　
毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
0
0
分
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
費
用
　
年
会
費
　
五
千
円

（
大
人
の
み
）

●
申
し
込
み
　
直
接
会
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

閉
園
圏
聞
園
閉
園

自
然
や
日
常
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と

を
十
七
文
字
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
俳

句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
ご
一
緒
に

作
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う

●
と
き
　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日

午
前
1
0
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者

男
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

●
指
導
者
　
福
岡
県
俳
句
協
会
理
事

岸
原
潜
行
先
生

●
受
用
　
月
会
費
　
二
千
円

●
申
し
込
み
　
紀
成
慶
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

h
闇
聞
目
し

気
軽
に
、
水
彩
画
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き
　
毎
月
第
1
・
2
・
3
金
曜
日

午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者

男
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

●
指
導
者
　
上
野
南
雲
先
生

●
受
用
　
月
会
費
　
三
千
円

●
申
し
込
み
　
野
田
準
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
5
5
6

創
立
1
6
年
を
迎
え
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
「
サ
ッ
カ
ー
（
ス
ポ
ー
ツ
）
に
親

し
み
、
楽
し
む
こ
と
÷
「
サ
ッ
カ
ー
（
ス

ポ
ー
ツ
）
　
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
友

達
を
作
る
こ
と
」
・
「
サ
ッ
カ
ー
（
ス
ポ

ー
ツ
）
　
を
す
る
こ
と
で
、
忍
耐
力
、
協

調
性
、
体
力
を
つ
け
る
こ
と
」
を
目
標

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
と
き

毎
週
月
曜
日
　
午
後
5
時
～
1
時

毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日
、
土
曜
日

午
後
5
時
0
0
分
～
1
時
5
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
緑
の
広
場

●
対
象
　
小
学
校
1
年
か
ら
6
年
ま
で

の
男
女
　
（
現
在
女
子
部
員
在
籍
）

●
費
用
　
月
会
費
　
二
千
円

●
申
し
込
み
　
嶋
崎
慎
吾
さ
ん

℡
　
（
2
8
2
）
　
3
1
5
6

℡
0
9
0
　
（
1
9
1
4
）
　
9
6
1
1

※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
等

有
。
直
接
現
地
で
ご
見
学
く
だ
さ
い
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手作りの絵本は楽しいよ！

中学生が保育園で読み聞かせ

遠賀南中学校の3年生が南部保育園を訪れ、自

分たちの作った絵本を園児たちに披露しました。

3月1日にやって来たのは3年3組の生徒たち。

各教室に数人ずつ分かれて、生徒たちが絵本を読

んであげます。絵本を見る園児たちは、登場する

動物やキャラクターに夢中になりながら、楽しい

時間を過ごしました。

絵本を読んだ生徒たちは「初めは緊張したが、

素直に聞いてくれてうれしかった」「子どもの心

は純粋だと感じた」とそれぞれに感想を話してく

れました。

望諜驚鴛誤「車「i 農業土木の技術をボランティアで教えるために、4 ����� 

月4日にザンビアへ出発した筋田英太郎さん（25歳－ 上別府）が、出発前の3月28日町長を表敬弼しまLj だ。「自分の新しい可能性を求めるためにぜひ行きたl かっだ言語に不安があるものの新しい場所での環境i ��＼ �I m　∴－∴∴ 　－∴ ii／三浩三 �′ ∴∵ 

†∴∴ ��星 ��．＼ ∴∴∴∴　＼ 

い油のです〇　　　　度 　　　　　l∴フ ���○＿ ‾吐 
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－

』
」
　
子
ど
も
の
命
を
守
る
I
“

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
講
習
会

2
月
2
8
日
、
遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
折
尾
警
察
署
か
ら
講
師
を

招
き
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
選
び
方
や
取
り
付
け
方
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

近
年
、
幼
児
の
自
動
車
乗
車
中
の
事
故
は
増
え
、
過
去
5
年

間
で
死
傷
者
数
は
急
増
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
時
の
致
死
率
は
約
4
分
の
1
、
重
傷
率
は
約
3
分
の
1
と
、

安
全
性
に
高
い
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

4
月
か
ら
6
歳
未
満
の
幼
児
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、

正
し
い
着
用
方
法
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。



二“年間楽しかった わんぱく教室の終了式 3月14日、わんぱく教室の終了式が �l．＼ �　　〇m100－Ji l■＼〝’書記＼l－呵 

払SS一 婦 �＼ ilO／ ヽ∴二一で－ノ 
iYでう　ー 開催されました。一年で成長した子とも たちの顔も今日は一段と頼もしく感じ � 

ます。この日は町長から参加者一人ひと りに修了証書が渡され、わんぱく教室も‾ 無事に終了しました。 遊ぶことで親子のふれあいを学ぶとi／ ともに、母親同志の交流を通して育児不‘‾I �く＿、、、－ ′ノ′鳴∴1 ∴ ＼ 
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母
校
に
別
れ
を
告
げ
る

遠
賀
中
学
校
の
卒
業
式

3
月
Ⅱ
日
、
町
内
の
中
学
校
で
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
の
は
遠
賀
中
学
校
1
6
5
人
、
遠

賀
南
中
学
校
8
4
人
。

取
材
に
行
っ
た
遠
賀
中
学
校
で
は
、
3
年
間
の
想
い
を
胸
に
、

3
年
生
た
ち
は
卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
お
ご
そ
か
に
式
が
進

め
ら
れ
て
い
く
な
か
、
最
後
の
校
歌
合
唱
の
場
面
で
は
思
わ
ず

涙
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た

こ
と
、
全
て
が
大
切
な
思
い
出
と
し
て
、
卒
業
生
の
心
の
な
か

に
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

9
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、
卒
業
生
た
ち
は
母
校
を
巣
立

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
帰
っ
て
き
て
ね

西
川
で
サ
ケ
の
放
流
会

サ
ケ
が
帰
っ
て
き
ま
す
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
3

月
1
2
日
、
西
川
河
川
敷
で
サ
ケ
の
放
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
主
催
す
る
こ
の
放
流
会
も
、

今
回
で
4
回
目
と
な
り
ま
す
。

多
数
の
参
加
者
の
な
か
、
飼
育
希
望
者
に
育
て
ら
れ
た
サ
ケ

の
稚
魚
は
次
々
と
放
流
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
海
に
出
て
4
年
後

に
故
郷
の
川
に
も
ど
っ
て
く
る
サ
ケ
の
稚
魚
は
、
今
年
の
1
月

3
日
に
浅
木
の
用
水
路
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

徐
々
に
成
果
も
み
ら
れ
る
サ
ケ
の
放
流
会
。
「
バ
イ
バ
イ
、
ま

た
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
な

稚
魚
を
見
送
り
ま
し
た
。



ヽ・ ▼） �　　　　　　　　　ヽ－1　　1－俄∴「 珊手続きが発生する場合　手練さに暇なもの　　てをすな保備超　　を■ 

国他の市町村から転入したとき印鑑　欝謂需壁を三賞 擬輩襲粥端鞘 堂に子どもが生まれたとき印鑑、保険証 他の市町村に転出するとき印鑑、保険証 　印鑑、国保と職場の健康保険 罠陽の健康保険に入ったとき険の2つの保険証（社会保健し金で費国につ �康 保 険 組 A 口 や 土ヒ 簿 組 ∠ゝ 口 裏 ど 口 も” c／5 �● 堆 く ●∴∴」 ヽ子 

検証が未交付のときは、加 ……∴∴∴∴∴∴∴∴ 蒜葦の対象に篇誌籍書（加講畿補講無 権叢藍在学証明≡目端雷縞 のるときさか除高橋出生出な 揚高額医療費の申請をすると印鑑、保険証、領収書、世襲↓需誰琵塁班諜 き持主の口座番号 合警塞襲華甲擬繍瀧 紗）議蒜講読蒜i蓑諾鵠鵠うは のくら合（はのがに格 こんな方が対象です。よだしを最資届発届が くうう 平成12年度の保険証はぎ壷蕩 届きましたかし肇念 書諾諾誓書器慧i鏡 しています。この間不在等で受け取り手要 ∴∴「∴∴：∴∴∴・JI、Ji‥一∴言言十十：∴∴：：； 自己負蟻（3割）が軽減されますoしくだ∵ゝ。ぉゎび．霧 驚結轡憶繋 者外来（⑲（璽）∴i芸。ここにおわび申し上げます。 入院（亘璽）（垂D 国保に入ってますます安 ��∴子「 ∴＼ ＼管 ′ 唾 ヽ1，∴番 し真 ◆ 斗 ∴4 ．1 ∴＋∴ 



国民年金は前納がタンゼンお得！

●4月30日までに一年間分を前納した場合

保険料は－年分または一定期

間分を前納する（一括して納め

る）ことができます。前納すれ

‾一一一へ、一一一一一一一一＼＿ �毎月納めた場合 �前納した場合 �割　引　額 

定額　13．300円 �159，600円 �155，750円 �3，飾0円 

定額付加13．700円 �164，400円 �160．430円 �3，970円 

ば保険料が割り引かれ、大変お　●4月30日までに6力胴を前納した場合

得です。ぜひ、ご利用ください。
‾一一一へ、一一一一、一一一＼＿ �毎月納めた場合 �前納した場合 �割引額 

定額　13．300円 �79．800円 �’78，920円 �880円 

定額付加13．790円 �82，200円 �81，290円 �910円 

国民年金保険料が納められないときは免除制度があります

長い人生には、病気や経済的

な理由で、どうしても保険料が

納められないことが考えられま

す。このような場合、申請すれ

ば保険料が免除されることもあ

申請免除
所得の少ない人や、病気やケガなど
で経済的に困難な人
保険料の納付が難しい特別の理由が
ある人

法定免除

申請して承認を受けると保険料

が免除されます。

・生活保護法など（こよる生活扶助を受 �ト 一期犀 �届け出れば保険料が免除されま �i 

けている人 ・障害基礎年金を受け取ることができ る人（1級、2級のみ） ��す。 

免除を受け ��の扱い 
・年金を受けるために必要な最低25年の受給資格期間に合算されます。 
・年金額を訂算するときは、対象期間となりますが、免除期間分の年金額は定額 保険料を納めた場合の3分のlになります 

・免除期間の保険料分は10年までさかのぼって追納できます。 

学生の秀嬢について 
平成元年の年金法改正により、20歳以上の方は学生でも強 

制適用となりました。家族の収入等により免除制度がありま 
したが、国会において“学生の保険料納付特例制度”という 
ものが決議され、すでに4月1日から実施されています。こ 

れは家族の収入に関わらず、学生本人が一定の収入以下であ 
れば免除されるというものです。ただし、この特例期間は年 
金受給期間に含まれますが、追納しなければ年金額に反映さ 
れません。 

キ　寺　　　　　　　　　　　　　　嶋 

、　　　　　　■亮∴i統一



健康診断

各地区公民館

中央公民館
ふれあいの里センター

胸部レントゲン

胃ガン検診

大場ガン検診

基本健診

中央公民館
ふれあいの里センター

乳ガン検診

子宮ガン検診

※予約はおすみですか？

まだの場合は電話等で受け付けています。

健康教室・相談

事　　業 �日　　程 �場　　所 �内　　　　　　容 

健診結果相談会 �7月～11月 �中央公民館 �健診結果について栄義士、保健婦 による相談。 

コレステロール �11月～12月 �中央公民館 �高コレステロールの方を対象に栄 

教室 ���糞や運動など5日間のコース。予 約制。 

操体法教室 �平成13年 �中央公民館 �腰痛や肩こりなど体のゆがみから 
2月～3月 ��くる症状を改善する体操。 5日間コース。予約制。 

さわやか �毎月第1金曜 �武道場 �運動指導士と一緒に楽しく体を動 

リフレッシュ教室 �午前中 �（中央公民館横） �かし心も体もリフレッシュする教 

祝日は変更 ��室。運動についての知識も会得。 

元気づくり �地区ごとに �ふれあいの里 �体を動かして、健康食を味わって、 

ワッハツハ教室 �月を指定 �センター �レクリエーションを楽しみ、生活 習慣を見直す教室。 3日間コース。予約制。 

類各地区の公民館でもご希望があれば教室、健康相談を行いますので、お気軽に相談くださ

い。

＠②iO

平成Ii年度にボランテ

ィアで収集されたゴミ袋

は次の通りです。

（平成i2年2月末現在）

可　　燃　　2．575袋

ピン・カン　　　652袋

不燃ごみ　　i63袋

そ　の他　　　293袋

町
で
は
各
種
の
健
康
診
断
を
は
じ
め
、
健
康
教
室
や
健
康
相
談
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
は
自
分
で
管
理
す
る
も
の
で
す
。
適
度
な
運
動
や
定
期
的
な
健
康

診
断
、
ま
た
、
病
気
予
防
の
知
識
は
健
康
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
。
今
年
庫
も
い

ろ
い
ろ
な
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
業

の
詳
し
い
内
容
は
そ
の
つ
と
町
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

最
近
、
町
内
の
不
法
技
薬
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
と

は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
ゴ

ミ
を
捨
て
る
行
為
で
、
い
わ
ば
法
律
違

反
で
す
。

遠
賀
川
の
河
川
敷
や
人
目
に
つ
か
な

い
道
路
脇
な
ど
に
、
こ
っ
そ
り
ゴ
ミ
を

捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
部
の
心
な
い

人
た
ち
の
た
め
に
他
の
町
民
が
迷
惑
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
が
税
金
で

処
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ

そ
の
他

バ
ッ
チ
〓
（

タ
イ
ヤ

自
転
塵

不
鰹
梱
大

可
能
粗
大

ピ
ン
・
カ
ン

不
燃

可
燃

0

0

　

抑

　

制

　

抑

　

0

0

　

仰

　

0

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
税
金
を
も
っ
と
有

憲
義
に
使
う
た
め
に
も
、
ま
た
、
ゴ
ミ

の
な
い
き
れ
い
な
町
に
す
る
た
め
に

も
、
不
法
投
薬
を
許
さ
な
い
遠
賀
町
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
脚

今
年
で
9
年
目
を
迎
え
る
「
ラ
ブ
ア

ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」
　
に
今
年
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
毎
年
、
多
く
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
清
掃
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。



重松　寛吹くん（5歳）橋村　和都くん（6歳）

鬱繍 � 
このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。 

イラストや詩、身近かな出来事などお気軽に企画課企画調整 

（郵送でも直接窓口に持ってさてもかまいません） 
※住所、氏名（ペンネーム幕聖書は別途明記）、年齢、電話番 

Iie匂

建芹山恋着 国　の　頂猫演 の香　を　の　し �俳 �：：：韓 　だ暮 治る子や子とミし子ま �短 歌 � �1容容γ 
額　の　一　見　裏 々　一　掃　返　に �句 ����俳 

し　握　き　り　布 き　り　に　も　団 は　な過せ　を �遠 賀 俳 友 ��お ん 妻 ��短句 

街るくず叩池 韻の加厨行着玉垣岩く国 手風藤事定の野く萩音幸 　雪ぐ利 柴光信る信邁 進手代彦江 �句 会 抄 ��短 歌 会 転 詠 革 � �議 ／（））） 

図
閤
闇
間
開
聞
閲

読
拘
禁
的

ご
存
じ
で
す
か
？
目
安
箱

あ
な
た
の
声
に
答
え
ま
す

皆
さ
ん
は
目
安
箱
を
ご
存
じ
で
す

か
つ
現
在
、
役
場
の
玄
関
、
中
央
公
民

館
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
3
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
目
安
箱

は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
大
切
に
考
え
る

た
め
の
も
の
で
す
。

疑
問
に
お
も
っ
て
い
る
こ
と
や
意
見

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
目
安
箱
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
建
設
的

な
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
目
安
箱
に
備
付
け
て
あ
る
所
定
の
用

紙
に
記
入
く
だ
さ
い
。
後
日
、
回
答
　
児
童
図
書

す
る
た
め
に
も
住
所
、
氏
名
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
企
画
調
整
係



オールを手に水上をかける

が黒露盤霊言霊ん
タ実行委員会が主催する新たなレが　が
タにみなさんもご参加ください。　　レ

：塁ろ5藷嵩議　　　ガ
●種目　オープン男子A・B、女子A・B　ツ

（A　4人の漕手の合計が140歳未満）

（B　4人の漕手の合計が140歳以上）

●申し込み　4月25日（火）までに

生涯学習課体育振興係へ

（コミュニティーセンター内）

℡（293）6525

登録しませんが �� 

臆役場事務アルパイ ���S統計調査貝田 トロ �遠賀町役場 

遠賀町役場では、事務のアルバイトを希望する人の登 ���では国が行う統計調査の調査員を募集して 

録を随時受け付けています。市販の履歴書に必要事項を ��います。住所、氏名、電話番号、過去の調査経験（ある 

記入のうえ、総務課人事係へ申し込みください。 なお、登録者は業務の状況に応じて雇用されることに ��場合のみ）がわかるようにして役場企画課企画調整係へ 
申し込みください。 

なります。すぐに雇用ということではありませんので、 あらかじめご了承ください。 ●登録期間受付日から2年間 ��なお、登録者は調査の状況に応じて雇用されることに 
なります。すぐに雇用ということではありませんので、 

あらかじめこ了承ください。 

●勤務時間午前8時30分～ 　　午後5時 ��●登録期間受付日から2年間 ●勤務時間、賃金統計調査により異なります。 

●対象　20歳以上で秘密を守れる方。 
（業務により異なる場合あり） ��●仕事の内容　統計調査の対象となる町内の世帯や事業 

●賃金　日額6，300円 ��所等を訪問し、調査内容の説明や調査票の配布、記入 

●対象者　昭和57年4月i日以前に生まれた人 ��済みの調査票の回収“点検が主な仕事の内容です。 

●問い合わせ総務課人事係⑱ ��●申し込み役場企画課企画調整係 ※今年は5年に一度の国勢調査の年です。国勢調査にも ご協力をいただくことになります。 

＠匂i2

6
年
　
海
老
原
将
志
（
島
門
小
）

中
学
生
1
年
　
都
留
史
嗣
　
（
遠
賀
中
）

1

～

3

年

一
般
　
3
0
歳
未
満

4
0
歳
未
満

4
0
歳
以
上

4
5
歳
以
上

5
0
歳
以
上

5
5
歳
以
上

植
田
学
（
遠
賀
中
）

夏
村
浩
司
（
浅
木
）

小
川
恵
一
（
木
守
）

杉
本
千
葉
裕
諺

堤
　
豊
智
（
尾
崎
）

高
橋
英
則
（
松
ノ
本
）

石
井
一
朝
（
上
別
府
）

一遠賀町　　　　　　－

田
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
」

2
月
2
7
日
　
（
日
）
　
に
遠
賀
総
合
運
動

公
園
周
辺
道
路
で
第
1
7
回
遠
賀
町
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
優

勝
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
男
子
の
部

小
学
生
1
年
　
木
下
昇
平
　
（
浅
木
小
）

2
年
　
荒
木
詰
責
（
島
門
小
）

3
年
　
木
下
紘
海
　
（
浅
木
小
）

4
年
　
斉
藤
享
良
　
（
島
門
小
）

5
年
　
篠
崎
祐
希
　
（
浅
木
小
）

▽
女
子
の
部

小
学
生
1
年
　
族
生
恵
子
　
（
島
門
小
）

2
年
　
清
　
栄
美
　
（
島
門
小
）

3
年
　
海
老
原
意
穂
（
島
門
小
）

4
年
　
荒
木
薬
那
　
（
島
田
小
）

5
年
　
種
田
衣
里
　
（
浅
木
小
）

5
年
　
瓜
生
裕
美
　
（
浅
木
小
）

中
学
生
1
年
　
木
山
優
香
（
遠
賀
南
中
）

2
年
　
篠
崎
由
梨
（
遠
賀
南
中
）

一
般
　
4
0
歳
以
上
　
古
家
美
津
江
（
木
守
）

遠
賀
町

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
i

3
月
5
日
　
（
日
）
　
に
遠
賀
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
1
7
回
遠
賀
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
数
は
2
5
チ
ー
ム
で
し
た
。

A
パ
ー
ト

優
勝
　
　
ダ
ン
ボ
A
チ
ー
ム

準
優
勝
　
芙
蓉
B
チ
ー
ム

B
バ
ー
ト

優
勝
　
　
ア
ス
タ
ー
ズ

準
優
勝
　
若
松
B
チ
ー
ム

タ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か



午前11時からは、食べ物コーナ
ーもオープンします。安くて、お

いしい食べ物を用意して待ってい

ます。あ腹いっぱい食べてね。

（ゴミのポイすてはタメだぞI）

○焼きそば　○カレーライス

○綿菓子　　○ポップコーン

○かき氷　ほか

13＠イD

4月29日は待ちに待った子ともまつりです。楽しいイベント

盛りだくさんの総合運動公園にみんな集まれ。

＼＼、 屋外のグラウンドでは、楽しいコーナーがみんなを

待っているよ。いろんなコーナーにチャレンジしてね。

※となりのトトロの「ねこパス」もくるかもね。

l　　　†　　一　　　　〇世界一周旅行

グラウンドいっぱいにかかれた世界地図。各

国の国旗を探しながら、世界一周旅行をして

いくイベントです。ぜひ、参加してください。

○イライラ棒

テレビでおなじみの電流イライラ棒を作つち

rr二十千。霊砦イカー＆ナイスピッチング

（コミュニティー
センター内）

町内の読書ボランティアの皆さんや子ども

人形劇団が、楽しいゲームや人形劇などをや

ってくれます。ぜひ、遊びにきてください。

野球ポールでgつの的を射ぬくナインストラ

イカー。低学年用には、蘭単になったナイスピ

ッチングも準備しています。

○パットゴルフ無料開放

この日だけの無料サービス。

○クイズ物語の主人公を探せi

グラウンドに散らばった出題お姉さんを探

し、クイズに答えて景品をもらおう。

（①10：30から　②12●30から）

○飛べi紙飛行機

大空を擾雅に飛ぶ、紙飛行機を作ってみよう。

○ファイヤーファイター！

消防署の消防士と消防車がやってくる

よ。ハシゴ車で高い所から会場をみてみ

よう。

○ふわふわ×△□

空気でlふくうんだ巨大なキャラクター。

なかで、飛んだり跳ねたり転がったり…。

○ヨーヨー釣り＆金魚すくいコーナー

○人形劇　「ゆかいなかえる」　　　　O rかわいいクラフト作り」

○大型紙芝居　「あ遷すびころりん」　　「スライム作り」「重大シャボン玉」

○朗読劇　「かさじそう」　　　　　　○カーネーション作り教室

○影絵　「ジャックとまめのき」　　　　おやつ試食コーナー　ほか

○アニメ映画

※この他にもいろいろ色々なコー

ナーがありますので、思いっき

り遊んでください。

会垂ら還す人謹呈受星雲鵜諾1日日干軋－iLJ。蓄寧 日 　　　助な 　　　し人 　　　まに 「：：：÷「∴∴一陣一一°賀〇・°Tu「夏一一一十 



情
Living

Information

報

●　中央公民館　●

囲園圏囲
●教示侮日

表　装

4月27日（木）まで●

平成12年度

特設人権相談所の開設

今年も特設人権相談所を開設
いたします。毎回、弁護士を交

え、無料相談が受けられます。

●とき　5月8日（月）

8月21日（月）

12月11日（月）

2月19日（月）

午後1時30分～4時

●ところ

ふれあいの里センター

●相談内容　いじめ・不登校な

どの人権問題、家庭・相続・

登記・戸籍・金銭問題など

●問い合わせ　総務課人権係

＠②i4

く

ら

し

乳
児
相
談

●
と
き
　
4
月
1
8
日
　
（
火
）

受
付
＝
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
糞
士
に
よ
る

栄
養
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
受
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

4
か
月
児
健
康
診
査

●
と
き
　
4
月
1
3
日
　
（
木
）

受
付
＝
1
3
時
1
0
分
～
1
3
時
0
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
5
か
月
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄

養
士
に
よ
る
栄
餐
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

対
象
者
に
は
別
途
個
人
通
知
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

ポ
リ
オ
予
防
接
種

（
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
経
口
服
用
）

●
と
き
　
4
月
1
9
日
　
（
水
）

受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
的
か
月
末
満

の
乳
幼
児
　
（
望
ま
し
い
年
齢
‥
生
後

3
か
月
～
1
8
か
月
）

●
服
用
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

あ
げ
て
2
回
服
用

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・
予
防
接
種
予
診
表

（
会
場
に
も
用
達
し
て
い
ま
す
）

※
当
日
、
3
1
・
5
℃
以
上
の
熱
や
ひ
ど
い
下

痢
を
し
て
い
る
場
合
は
、
受
け
ら
れ

輸
出

登
記
・
相
続
等

無
料
法
律
相
談
会

相
続
や
遺
言
、
不
動
産
登
記
・
会
社

登
記
、
多
重
債
務
な
ど
に
つ
い
て
悩
み

ご
と
が
あ
る
人
は
、
司
法
書
士
が
無
料

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
4
月
2
2
日
　
（
土
）

午
前
1
1
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
サ
ー
ク
ル
活
動
量
1
、
2
）

●
主
催

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
権
係

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ヤ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
⊥
を

募
集い

じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心
に
不
安

や
悩
み
を
も
つ
小
・
中
学
生
の
話
し
相

手
、
遊
び
相
手
と
し
て
活
動
で
き
る
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容
　
学
校
、
家
庭
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、
指
導
者
の
補
助
的
な
相
談

活
動
・
体
験
活
動
を
し
ま
す

●
募
集
人
員
　
脚
人
程
度

●
資
格
　
教
育
課
程
や
心
理
学
を
学
ん

だ
大
学
2
年
生
以
上
の
学
生
　
（
院
生

も
含
む
）
　
で
、
週
1
日
　
（
月
～
金
）

4
時
間
、
3
か
月
以
上
継
続
し
て
活

動
で
き
る
大

熊
申
し
込
ん
だ
人
は
5
月
1
4
日
　
（
日
）

に
福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー
（
篠
栗
町
）
　
で
実
施
す
る
面
接
・

説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い

（
平
成
Ⅱ
年
度
の
経
験
者
は
免
除
）

●
申
し
込
み
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

と
、
切
手
を
貼
り
宛
て
名
を
明
記
し

た
返
信
用
封
筒
を
4
月
2
1
日
　
（
金
）

ま
で
に
福
岡
県
教
育
庁
教
育
振
興
部

義
務
教
育
課
ヤ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

係
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
用
紙
は
大
学
学
生
課
、
町
教
育
委
員

会
、
教
育
事
務
所
、
県
義
務
教
育
課

に
あ
り
ま
す

〒
八
一
二
－
八
五
七
五

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
1
番
1
号

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
9
1
1

難
病
治
療
協
力

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
ト
と
バ
ザ
ー

北
九
州
の
理
容
師
、
美
容
師
の
会
が
、

千
円
で
カ
ッ
下
し
ま
す
。
収
益
金
は
福

岡
難
病
連
へ
全
額
寄
付
し
ま
す
。

●
と
き
　
4
月
1
6
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
折
尾
文
化
村

（
旧
八
幡
西
区
役
所
出
張
所
）

●
問
い
合
わ
せ
　
サ
テ
ン
ド
ー
ル
美
容
室

塚
崎
浩
之
さ
ん

℡
0
9
3
　
（
6
0
1
）
　
1
8
4
5
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自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を

募
集

来
年
4
月
入
隊
の
陸
・
海
・
空
自
衛

隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
平
成
1
3
年
4
月
1
日
現

在
2
2
歳
以
上
2
6
歳
未
満
で
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
、
大
学
院

修
士
課
程
修
了
者
ま
た
は
修
了
見
込

み
の
2
8
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間

4
月
1
0
日
（
月
）
～
5
月
1
2
日
（
金
）

●
試
験
日
　
5
月
2
7
日
　
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

ま
た
は
芦
屋
募
集
事
務
所

℡
0
9
3
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
を

無
償
配
布

●
対
象
者

重
度
の
身
体
障
害
児
・
障
害
者

（
一
級
ま
た
は
二
級
）

重
度
の
知
的
障
害
児
・
障
害
者

（
療
育
手
帳
「
A
L
）

●
受
付
期
間
　
5
月
3
1
日
　
（
水
）
　
ま
で

●
配
布
枚
数
一
人
に
つ
き
2
0
枚

●
申
し
込
み
　
近
く
の
郵
便
局
に
身
体

障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
提
示

し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
郵
便
局
、
福
祉
事
務
所
の
窓

口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
郵

便
で
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
川
郵
便
局

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
0
4
2

平
成
1
2
年
度

訪
問
看
護
婦
養
成
講
習
会
を

開
催質

の
商
い
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
現
在
訪
問
看
護
に
従
事

し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
今
後
従
事
し

ょ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
、
必
要
な
知

識
と
技
術
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

●
と
き

第
1
回
　
6
月
2
0
日
～
8
月
9
日

（
う
ち
帥
日
間
）

第
2
回
　
1
0
月
日
日
～
日
月
0
0
日

（
う
ち
3
0
日
間
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
看
護
等
研
究
研
修

セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
）

●
受
講
資
格
　
訪
問
看
護
に
従
事
す
る

人
　
（
従
事
予
定
者
含
む
）
　
で
、
平
成

1
2
年
4
月
1
日
現
在
で
実
務
経
験
5

年
以
上
の
保
健
婦
　
（
士
）
、
看
護
婦

（
士
）
、
准
看
護
婦
（
士
）
、
助
産
婦

●
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
等
　
約
四
万
二
千
円
）

●
定
員
　
各
5
0
人
　
（
定
員
を
上
回
る
場

合
は
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
　
4
月
2
0
日
　
（
木
）
　
ま
で

に
福
岡
県
看
護
協
会
福
岡
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

℡
0
9
2
　
（
1
1
4
）
　
5
2
0
3

第
八
回
遠
賀
町
震
歌
ま
つ
り

ゲ
ス
ト
歌
手
立
花
伸
一
さ
ん
、
清
水

怜
子
さ
ん
を
迎
え
て
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
発

表
会
で
す
。

●
と
き
　
4
月
0
0
日
　
（
日
）

午
前
Ⅱ
時
開
場
、
正
午
開
演

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
　
清
川
一
水
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
1
0
0

□
国
家
公
務
員
－
種

●
試
験
日
　
6
月
日
日
　
（
日
）

●
資
格
　
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
5
4
年
4
月
－
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
人

お
よ
び
平
成
同
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間
　
5
月
日
日
（
木
）
ま
で

□
国
税
専
門
官

●
試
験
日
　
6
月
日
日
（
土
）

●
資
格
　
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
5
4
年
4
月
－
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
、
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
人

お
よ
び
平
成
は
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間
　
5
月
日
日
（
木
）
ま
で

口
労
働
基
準
監
督
官

●
試
験
日

6
月
日
日
　
（
土
）
・
時
日
　
（
日
）

●
資
格
　
昭
和
4
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
5
4
年
4
月
－
日
生
ま
れ
の
人
、
昭

和
5
4
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成
同
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間
　
5
月
日
日
　
（
木
）
　
ま
で

□
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

●
試
験
日
　
1
月
2
日
（
日
）

●
資
格
　
昭
和
4
6
年
4
月
2
日
～
昭
和

5
4
年
4
月
－
日
生
ま
れ
の
人
、
昭
和

5
4
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
人
及

び
平
成
は
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

●
受
付
期
間
　
5
月
日
日
　
（
木
）
　
ま
で

口
法
務
教
官

●
試
験
日
　
6
月
日
日
（
土
）

●
資
格
　
国
家
公
務
員
＝
種
と
同
じ

●
受
付
期
間
　
5
月
日
日
（
木
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験

係℡

0

9

2

　

（

4

3

－

）

　

1

1

3

3
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●仕事はどうですか

保育士の仕事を始めて3年日、あっという

間に月日が過ぎた気がします。小さいころか

らの夢である保育士になり、子どもたちに囲

まれて毎日を楽しく過ごしています。この仕

事はやりがいもありますが、難しいと感じる

こともあり、日々勉強だなと思います。

園児たちから今日は楽しかったと言われる

とうれしくて、明日も頑張らねばという気持

ちになりますね。

●趣味・特技は

趣味は生け花です。まだ、習い始めて一年

ですが、とても楽しくおけいこをしています。

その時その時の気持ちがお花に表れるよう

で、とても奥が深いものだと思います。

●どんなタイプの異性が好きですか

優しくて思いやりのある人が好きです。も

ちろん子ども好きな人がいいですね。

●遠賀町への要望があれば

子どもたちが遊べるようなプールなどの施

設を作って欲しいですね。

このコーナーは町の若者を紹介するものです。
自薦、他薦、性別は問いませんので、近所の若
者や職場の若者をとんとん紹介してください。

はじめ、中央公民館や遠賀川郵便

局に贈られました。きれいな花に

心が和みますね。

HapIJyBiJmday

募　集

このコーナーでは誕生日

を迎える3歳までの子ども

さんを募集しています。掲

載希望の人は広報発行日の
25日前までに企画課企画調

整係までご連絡ください。

わんぱく盛りで元気いっぱい！
おしゃべりでパパとママを笑わ
せてくれます。早くお兄ちゃん

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513　遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷
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上
田
真
由
美
さ
ん

2
4
歳
　
（
八
幡
西
区
）

遠
賀
川
保
育
園
勤
務■「J－

い
な
猿
の
贈
り
物

地
域
に
貢
献
し
た
い
ー
・

可
葦
ん

一
　
　
　
　
　
　
　
（
田
園
南
）

iiL

「
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
し
ろ
く
な

り
行
く
山
ぎ
は
。
す
こ
し
あ
が
り
て
、
む
ら

さ
き
た
ち
た
る
雲
の
ほ
ぞ
く
た
な
び
き
た
る
」

有
名
な
清
少
納
言
の
枕
草
子
で
す
。
こ
の
文

革
か
ら
は
春
の
明
け
方
の
美
し
き
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
現
代
で
は
こ
の

よ
う
な
風
景
を
身
近
に
見
る
の
は
難
し
く
な

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

様
々
な
も
の
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
生
活
は
平
安
時
代
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
自
然
と
は
か
な
り

遼
ざ
か
つ
て
い
る
の
か
現
実
で
す
。

最
近
の
春
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
花
粉
症

も
、
そ
ん
な
私
た
ち
へ
の
戒
め
な
の
で
し
ょ

う
か
。
春
が
い
つ
の
ま
に
か
覆
う
つ
な
季
節

に
な
っ
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
私
も
そ
ん
な
花
粉
症
の
一
人
で
、
鼻

の
奥
を
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
で
な
で
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
不
快
感
は
本
当
に
た
ま
り
ま
せ
ん
。

現
代
版
の
枕
草
子
が
あ
る
な
ら
ば
清
少
納

言
は
、
現
代
の
日
本
の
春
を
ど
う
み
る
の
で

し
ょ
う
が
。
「
春
は
花
粉
症
…
」
と
は
い
か
な

い
で
し
ょ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
ぼ
ん
や
り

と
考
え
て
み
る
の
も
、
ま
た
、
い
と
を
か
し

（
と
て
も
趣
が
あ
る
）
　
で
す
ね
。
　
（
ハ
マ
）

畢
a
p
p
y
監
事
亭
d
a
y
4
月


